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合併20周年に寄せて

MESSAGE

 この20年間、地域の活性化と暮らしやすい環境づくりのため、農業の振興
やインフラの整備、災害への備えなど、様々な施策を進め、地域の皆様とと
もに発展の道を歩んでまいりました。これも、地域の皆様の深いご理解と、
地域づくりへの積極的なお⼒添えのおかげです。

 夢産地とさやま開発公社による有機農業へのいち早い取組、⼟佐⼭アカデ
ミーや⼟佐⼭学舎に代表される多様でオリジナリティあふれる学びの場、そ
して、循環型社会を⽬指す独⾃の地域づくりは、⾼知市の未来を切り拓く先
⾏事例として注⽬を集めてきました。
 また、ゆずをはじめとする豊かな農産物や、美しい⾥⼭の⾵景は、⾼知市
の魅⼒として広く発信され、多くの⼈々に愛されています。

 この20年の歩みを振り返ると、多くの喜びと共に、時には課題にも直⾯し
ました。しかし、私たちはその都度、対話を重ね、知恵を出し合い、⼀つひ
とつの困難を乗り越えてきました。この経験こそが、未来に向けてさらなる
発展を遂げるための⼤きな⼒となります。

 これからも、⾼知市は、⼟佐⼭地域の素晴らしい魅⼒を最⼤限に活かし、
さらに住みやすく、そして訪れる⼈々にも感動を与える地域となるよう、全
⼒で取り組んでまいります。
                       ⾼知市⻑ 桑名 ⿓吾

 この記念すべき節⽬を迎えるにあたり、本⽇まで
⾼知市と⼟佐⼭地域を⽀え、ともに歩んでくださっ
たすべての皆様に⼼から感謝を申し上げます。

 20年前の平成17年１⽉１⽇、⼟佐⼭村と⾼知市が
合併しました。この⽇から、豊かな⾃然や歴史、そ
して何より温かい⼈々に恵まれた⼟佐⼭地域が⾼知
市と⼀つになり、新たな歴史を刻み始めたのです。
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合併20周年に寄せて

MESSAGE

 この20年間、地域の皆様におかれましては、平成23年の「⼟佐⼭百年構
想」を契機として、⼟佐⼭学舎での「社学⼀体・⼩中⼀貫教育」による学び
と⼈づくりの取組や、夢産地とさやま開発公社を中⼼とした「まるごと有機
プロジェクト」による農業の更なる振興、さらには⼟佐⼭アカデミーを拠点
とした地域内外の交流・定住⼈⼝の拡⼤など、⼟佐⼭を⼀層豊かで暮らしや
く、活気あふれる地域とするべく様々な取組を進められ、今⽇の⼟佐⼭地域
を築き上げてこられました。

 ⾼知市議会も、地域の皆様⽅のご理解とご協⼒を賜りながら、集落の維
持、産業の振興、交通の確保、災害対策など、⼟佐⼭地域における様々な⾏
政課題の解決だけでなく、更なる地域の活性化に向けて、⾼知市への提案や
議論を重ね、地域の皆様⼀⼈ひとりが誇りを持てるまちづくりに邁進してま
いりました。

 今⽇の⼟佐⼭地域の姿は、地域の皆様をはじめ、様々な関係者の皆様によ
る⻑年の努⼒によって実を結んだ、かけがえのない財産です。

 これからも、次なる未来に向けて、⼟佐⼭地域が誇るこの美しく豊かな⾃
然、⽂化、歴史、産業、そして⼈と⼈との絆を⼤切にしながら、地域の皆様
をはじめ、⾏政、市議会、そして⼟佐⼭を応援して下さるすべての関係者の
皆様とともに、⼀丸となって、⼟佐⼭地域の更なる発展と繁栄を⽬指し、⼒
強く歩んでまいりましょう。
                   ⾼知市議会議⻑ 清⽔ おさむ

 平成17年に実現しました⼟佐⼭村と⾼知市の合
併から、本年、記念すべき20年⽬を迎えましたこ
とを、⼼よりお祝い申し上げます。この⽇まで、
⼟佐⼭地域と⾼知市が⽂字通り⼀つとなり、⼿を
取り合い、ともに発展し続けてこられましたの
も、ひとえに地域の皆様⽅のご尽⼒の賜物であ
り、深く感謝いたしますとともに、⼼から敬意を
表します。



0 3

 ⼟佐⼭地域は、⾼知市の北東部に位置し、市の⽔源であ
る鏡川の源流にあります。⾯積は59.22平⽅キロメートル
（⾼知市全体の約19%）で、地域全体の90.3%を森林が占
める地域です。402世帯、839⼈（令和７年４⽉時点）が
暮らしています。
 北にそびえる⾼知市最⾼峰の⼯⽯⼭に⾒守られ、鏡川の
せせらぎと野⿃の鳴き声が聞こえるこの緑豊かな渓⾕に
は、先⼈達が築き上げてきた⽥畑が今も息づいており、美
しい⾃然の中で営々と紡がれてきた暮らしの営みは、歴史
となり⽂化となり、この地の息吹として現代へと受け継が
れています。
 ⾼知市中⼼部から⾞で約30分とアクセスも良好であり、
豊かな⾃然を求めて訪れる⼈も多く、交流⼈⼝は年々増え
ています。
 ⼈⼝は減少傾向にあり、昭和35年（1960年）には2,286
⼈だったのが、令和７年（2025年）には839⼈とおよそ６
割減少しました。⾼齢化も進んでおり、65歳以上の⾼齢者
⽐率は昭和35年の9.4%から令和７年には43.0%に上昇し
ています。
 地域には明治の⾃由⺠権運動の時代から続いた「夜学
会」など、地域全体で社会教育に取り組む「社学⼀体」の
⾵⼟が根付いています。
 平成27年（2015年）には⾼知市初の⼩中⼀貫教育校
が、平成28年（2016年）には義務教育学校がスタート
し、⾃然豊かな環境で特⾊ある教育が⾏われています。学
校周辺には⼦育て世帯向けの住宅も整備されました。
 地域の特産物は「ゆず」や「四⽅⽵」であり、特に「ゆ
ず」は年間約800ｔが⽣産され、地域農業者の暮らしに⽋
かせない品⽬になっています。また、環境に優しい有機農
業にも積極的で、直売所では安⼼・安全な野菜が販売され
ています。

⼟佐⼭地域の概要

I N T RODUCT I ON
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H I S TOR Y

 ⼟佐⼭村は、天正時代の資料にもその名があるほど古くから存在する村で
す。⼟佐の中⼼部に近く、経済的な恩恵を受けながら、新しい情報を取り⼊
れてきました。また、その地理的条件を活かし、争いを避け、先⼈の伝統や
⽂化を守り続けてきました。

 明治22年（1889年）に10の村が合併して「⼟佐⼭村」が発⾜しました。

 明治時代には「桑尾桑」の⽣産が盛んとなり、製⽷会社も設⽴され、⽣⽷
の⽣産が⾏われました。

 その後、製⽷会社の失敗や、⼩学校の統合問題など、苦難の時代もありま
したが、その都度、地域が⼀丸となって振興に取り組みました。特に⼩学校
の統合は昭和の時代まで続きました。過疎化による児童数の減少もあり、最
終的に地域には、⼩学校と中学校がそれぞれ１校ずつ、⼟佐⼭⼩学校と⼟佐
⼭中学校のみとなりました。

 昭和33年（1958年）には農事研究会が結成され、農業を村の主幹産業とす
る積極的な取組が始まり、現在の⼟佐⼭地域の農業の基礎が築かれました。

 昭和55年（1980年）頃から⼈⼝減少は緩やかになりましたが、⾼齢化が進
み、地域の発展が⾒えにくくなってきました。そこで、昭和59年（1984年）
から５年間、地域づくりの先進地である⼤分県⼤⼭町に多くの住⺠を派遣
し、担い⼿の育成に⼒を⼊れました。
 その後は、県道の改良により⼤型バスが乗り⼊れられるようになり、⾼知
市中⼼部へのアクセスが改善され、地域活性化の⼤きな弾みとなりました。

 平成元年（1989年）には村政100周年を迎え、「夢産地・⼟佐⼭」を掲げ
てさらなる発展を⽬指しました。

 ⾼知市との合併については、昭和30年代（1955年頃）にも⼀度議論されま
したが、この時は実現しませんでした。その後も何度か合併の話が持ち上が
り、最終的に平成17年（2005年）1⽉1⽇に、⼟佐⼭村は⾼知市と合併しまし
た。

⼟佐⼭地域の歴史
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 ⼟佐⼭村は、明治時代に発⾜して以来、合併を経験することなく独⾃の村
づくりを進めていました。⼀⽅、⾼知市は、明治時代から８度にわたる周辺
町村との合併を繰り返し、県都として発展を続けていました。

 21世紀に⼊り「地⽅の時代」と⾔われる中で、地⽅分権が進み、住⺠に⾝
近な市町村の役割がますます重要になりました。しかし、国も地⽅も財政的
に厳しく、⾼齢化も急速に進む中で、これまで地⽅交付税に⼤きく頼ってき
た市町村は、厳しい状況に直⾯するようになりました。

 このような状況で、将来にわたって⾏政サービスを維持・向上させるため
には、国からの税財源の移譲を求めるだけでなく、市町村⾃⾝が⾏政を効率
化し、財政基盤を強化することが必要不可⽋となりました。

 そこで、様々な社会情勢の変化に対応し、住⺠が安⼼して暮らせる「まち
づくり」を進めるための有効な⼿段として、⼟佐⼭村と⾼知市においても合
併が検討されました。

 豊かな⾃然や⽔源を持つ⼟佐⼭村と、県内の都市機能が集まる広域拠点で
ある⾼知市が合併することで、「ものの豊かさ」と「⼼の豊かさ」を併せ持
つ、多様な⽣活空間を創造することを⽬指し、合併が⾏われました。

 合併以降、⽣活圏の⼀体化に合わせた住⺠サービスの提供やまちづくりを
進めていくことで、住⺠⽣活の利便性の⼀層の向上につながりました。

合併の経緯

BACKGROUND
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⼟佐⼭桑尾に、地元住⺠が待ち望んでいたゆず搾
汁施設が完成。落成式典には多くの関係者が出席
しました。この施設は、処理能⼒と衛⽣⾯で最新
の設備が導⼊されており、1⽇に30トンものゆず
果汁を搾ることができるため、⽣産能⼒が⼤幅に
向上。安定した⽣産につながりました。

平成20(2008)年度

⼟佐⼭公⺠館バリアフリー整備
エレベーターや多⽬的トイレの設置

⾼知市⼟佐⼭柚⼦⽣産組合・旭⾷品株式会社・⾼知市の三者による
「ゆず⾹る中⼭間地域の創造」パートナーズ協定締結

⼟佐⼭へき地診療所に指定管理制度導⼊
⾼知⼤学が指定管理者に

平成18(2006)年度

市道過疎改良⼯事着⼿（⻄川、桑尾、中切）

合併後の主な出来事

MAJOR�EVENTS

⼟佐⼭地域の主な出来事

平成17(2005)年 合併

⼟佐⼭コミュニティ計画完成

防災⾏政無線整備

ゆず搾汁施設完成

平成21(2009)年度

⽣産者・企業・⾏政が協⼒し、地域資源
「ゆず」の⽣産とブランド化に取り組むこ
とを取り決めました。(写真は第３期協定
締結の様⼦)

平成19(2007)年度

消防団員招集⽤無線サイレン設置・運⽤開始
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H18年に閉館した⼟佐寒蘭センターを改
修し、地域内外の⼈が交流・活動する
新たな交流館が開館しました。

夢産地とさやま開発公社の教育部⾨として
⼟佐⼭アカデミー設⽴

平成23(2011)年度

⾃宅などから路線バスの乗換場所まで
乗り合わせで利⽤できるタクシーの実
証運⾏がスタートしました。

平成22(2010)年度

⼟佐⼭夢づくりの会発⾜

⾼知市が「⼟佐⼭百年構想」を提案

⾼知市に⼟佐⼭地域振興課設置

合併後の主な出来事

MAJOR�EVENTS

⼟佐⼭地域の主な出来事

⼟佐⼭夢産地パーク交流館「かわせみ」開館

⼟づくりセンター施設整備

平成24(2012)年度

中⼭間地域空き家情報バンク制度開始

⼟佐⼭夢産地パーク事業「とさやま夢講座」開始

デマンド型乗合タクシー「かわせみ号」実証事業

⼟佐⼭へき地診療所送迎バス新たに

⾼知市消防団⼟佐⼭分団屯所にシャッターアート制作

⼟佐⼭アカデミーが特定⾮営利活動法⼈として独⽴
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⼟佐⼭へき地診療所移転

地域活性化住宅「⼟佐⼭⾼川地域活性化住宅」１棟２⼾
「⼟佐⼭桑尾敷ケナロ地域活性化住宅」３棟６⼾完成

⾼知東警察署⼟佐⼭駐在所移転

⼟佐⼭体育会が⽂部科学⼤⾂表彰

⼟佐⼭学舎開校

平成27(2015)年度

（⼀財）夢産地とさやま開発公社�とさやまストア再開

地域活性化住宅整備「⼟佐⼭桑尾経塚地域活性化住宅」
１棟２⼾完成

夢ファーム⼟佐⼭解散

（協）⼟佐⼭ファクトリー設⽴

平成26(2014)年度

（⼀財）夢産地とさやま開発公社�四⽅⽵加⼯事業開始

⼟佐⼭学舎校舎完成

駐在所⽼朽化のため新築移転の計画が
進められ、３⽉、旧⻘年研修所跡地に
⽊造２階建ての新しい駐在所が完成し
ました。

地域唯⼀であり、地域住⺠にとって最
も⾝近な医療機関である⼟佐⼭へき地
診療所が新築・移転しました。現在も
安定的な医療提供が⾏われています。

⼦育て世帯や産業担い⼿確保を⽬的とし
た住宅が整備されました。
「⼟佐⼭桑尾敷ケナロ地域活性化住宅」

平成25(2013)年度

デマンド型乗合タクシー「かわせみ号」本格運⽤

旧⻘年研修所解体

合併後の主な出来事

MAJOR�EVENTS

⼟佐⼭地域の主な出来事
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⾼知市⼯⽯⼭⻘少年の家リニューアルオープン

デマンド型乗合タクシー事務所開設

⼟佐⼭分団屯所の修繕・改修で地域防災⼒強化

令和２(2020)年度

⼟佐⼭学舎が
「第13回キャリア教育優良教育委員会、学校及びPTA団体等⽂部科学⼤⾂賞」受賞

平成30(2018)年度

平成29(2017)年度

耐震⼯事や施設内の改修で⽣まれ変わりまし
た。より安全で快適な環境で、多くの⻘少年
が⾃然に触れながら、豊かな⼼⾝を育む施設
として利⽤されています。

⼟佐⼭百年構想「プラチナ⼤賞」優秀賞受賞

平成28(2016)年度

（⼀財）夢産地とさやま開発公社が
ひろめ市場に「イモバル�TOSAYAMA男爵」オープン、

夢産地ファクトリー(菓⼦⼯房）操業開始

「プラチナ⼤賞」
（⼀社）プラチナ構想ネットワーク
が、⼈⼝減少や⾼齢化など、先例のな
い課題解決を⽬指す全国各地の取組を
表彰するものです。

合併後の主な出来事

MAJOR�EVENTS

⼟佐⼭地域の主な出来事

⼟佐⼭学舎「⾼知市⽴義務教育学校」となる

（※現店舗名は「とさやま」）
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とさやまストアリニューアルオープン

地域活性化住宅整備「⼟佐⼭平⽯地域活性化住宅」３棟６⼾完成

令和３(2021)年度

令和５(2023)年度

⼟佐⼭学舎が
“⼦どもの主体性を育む先駆的な教育の実践”を
表彰する「博報賞」及び「⽂部科学⼤⾂賞」受賞

令和４(2022)年度

マンホールトイレ整備（⼟佐⼭学舎）

「25年以上の⻑きにわたり建築の存在価値を発揮し、美し
く維持され、地域社会に貢献してきた建築」として⽇本建
築家協会から表彰されました。地元産杉、⼟佐漆喰等を使
⽤した⽊造建築です。  

地域の頼れるお店「とさやまストア」が
待望のリニューアルオープンしました。
オープン記念にはたくさんの⽅が集ま
り、リニューアルをお祝いしました。

オーベルジュ⼟佐⼭が
「第23回(2023年度)JIA25年賞」受賞

⼟佐⼭学舎が⽂部科学省の
「リーディングDXスクール推進事業」
の指定を受ける

⾼速・⼤容量の通信基盤整備として居住エリア全域に光ファイバーを整備

⼟佐⼭学舎が「ホストタウン功労者表彰」受賞

合併後の主な出来事

MAJOR�EVENTS

⼟佐⼭地域の主な出来事

市道過疎改良⼯事完了（⻄川、桑尾、中切）

令和６(2024)年度
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 ⼟佐⼭地域は、明治時代から⼈⼝が激減し、このままでは数⼗年で⼈がいな
くなるという危機に直⾯していました。同時に、⾼知市の主要な⽔源である鏡
川の源流域として、⼟佐⼭の森林や⽥畑の荒廃は、⾼知市全体の⽔供給や⾃然
環境、さらには⼀次産業にも深刻な影響を及ぼす恐れがあり、⼟佐⼭の⼈々の
暮らしと⾃然を守ることは、⾼知市全体の重要な課題でした。
 こうした背景から、⾼知市は平成23年3⽉、⼟佐⼭らしい特⾊を活かした
「⼟佐⼭百年構想」を提案しました。
 「⼟佐⼭百年構想」の中⼼にあるのは、旧⼟佐⼭村のDNAとも⾔える「社学
⼀体教育」の理念です。この構想では、⼦どもから⼤⼈、地域住⺠から県内外
の交流市⺠まで、あらゆる⼈々が鏡川源流域の豊かな⾃然環境の中で共に学
び、成⻑することを⽬指します。

柱となる3つのプロジェクト：
「⼟佐⼭/社学⼀体・⼩中⼀貫教育プロジェクト」
「⼟佐⼭/まるごと有機プロジェクト」
「⼟佐⼭/交流・定住⼈⼝拡⼤プロジェクト」

トピック紹介

 合併以降、これまで継続して⼟佐⼭地域の道路を計画的に改良・整備し、道
幅の確保、線形の改良、⽼朽化した部分の改修など、道路インフラを改善して
きました。また、地域には路線バスに接続するデマンド型乗合タクシーも運⾏
しています。これらの取組から地域交通の利便性が向上しました。

合併後の主な出来事

⼟佐⼭百年構想の提案

MAJOR�EVENTS

交通の整備

高校・⼤学で
⾒聞を深める

〈 幼稚園 〉

〈 旧寒蘭センター〉
⼟佐山をさらに知り、
新しい産業の種を⾒つける

子供と、お年寄りの
コミュニケーション

産業が⽣まれる

〈 ⼩中⼀貫校 〉

地域が⼀体となって

教え学ぶ

〈 健康福祉センター 〉

⼟佐山の⾃然の中で
ゆっくりと歳を重ねる

道路改良⼯事により⽣まれ変わりました（⼟佐⼭186号線）

改良前 改良前
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 本校は、「⼟佐⼭百年構想」におけるプロジェクトの⼀つに位置付けられ、平
成27年４⽉に施設⼀体型⼩中⼀貫教育校⼟佐⼭学舎として開校しました。平成
28年４⽉には義務教育学校⼟佐⼭学舎としてスタートし、令和７年４⽉に10年と
いう節⽬の年を迎えました。開校当初は、全校児童⽣徒98名でスタートした本校
も、現在135名が在籍しており、卒業⽣は令和７年３⽉で131名を数えます。
 開校以来、学校教育⽬標を「ふるさとに誇りをもち、将来をたくましく、豊か
に、勇気をもって⽣き抜く児童⽣徒の育成」として、⼟佐⼭学（⽣活科・総合的
な学習の時間）や英語教育を核とした、特⾊ある取組を推進してまいりました。
 英語教育においては、卒業時に英語検定２級取得を⽬指しており、これまでに
多くの児童⽣徒が⽬標を達成しました。また、海外交流の場を積極的に取り⼊れ
たり、令和５年度からは、鳴⾨教育⼤学の留学⽣に毎⽉、来ていただき英語で授
業交流を⾏ったりするなど、先駆的な取組を⾏っております。 
 ⼟佐⼭学においては、令和４年に博報堂教育財団から、「博報賞」を、さらに
その中でも最も優秀な団体があるときのみ与えられる「⽂部科学⼤⾂賞」のダブ
ル受賞をすることができました。この受賞を機に全国各地からの視察が絶えず、
年間、約30団体の視察を受けております。また、昨年９⽉には、地域と学校が⼀
体となって取り組んでいる本校の実践を、⽇本の代表として韓国で発表する機会
にも恵まれ、韓国の学校関係者からも⾼い評価をいただきました。
 こうした教育の営みが継続発展できましたのも、社学⼀体の教育理念を⼤切に
している⼟佐⼭地域の皆様のおかげだと感謝をしています。いつも温かく⼦ども
たちを⾒守り、惜しみない愛情を注ぎ、⽀えてくださる⼟佐⼭地域だからこそ、
本校がここまで⾶躍することができましたことに重ねてお礼申し上げます。
 今後も、私たち⼟佐⼭学舎は、⾼知市の学校としての誇りをもち、児童⽣徒、
教職員、PTA、地域が⼀つになって挑戦し続けてまいります。
 結びになりますが、本⽇、⾼知市⼟佐⼭地域合併20周年記念式典が盛⼤に開催
されますことを⼼よりお喜び申し上げます。

             ⾼知市⽴義務教育学校⼟佐⼭学舎校⻑ 福井 佳織

⼟佐⼭学舎のご紹介

SCHOOL

校⻑先⽣からメッセージ
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梶⾕の⽂殊様 ⼟佐⼭梶⾕

知恵を司る菩薩として有名な⽂殊様を祭った⽂殊堂で
７⽉21⽇に⾏われる祭り。鐘を鳴らす者を囲み、呪
⽂を唱えながら、けやきで作った数珠を回し、集まっ
た⼦どもたちが知恵をさずかろうと菩薩像に祈る。

⼟佐⼭の地蔵祭 ⼟佐⼭
旧暦６⽉20⽇に⼟佐⼭地区の宮の前にある地蔵の前
で⼤数珠を輪になって廻し、⾍を追い払い、豊作、健
康を祈願して、夏越しを願う祭り。蝗送りともいう。

⾼川の早飯ぐい ⼟佐⼭⾼川

11⽉８⽇に⾏われる⾼川仁井⽥神社の秋祭りの⼀⾏
事。早く残さず⾷べることが作法で、神事の後、ミソ
ミソミソユーユーユーの声が⾶び交うなか、慌ただし
くご飯をかき込む。頭⼈が味噌や湯を持って⾛りなが
ら給仕し、笑いのうちに膳が下がる。

弘瀬のおなばれ ⼟佐⼭弘瀬

11⽉８⽇に⾏われる弘瀬仁井⽥神社のおなばれ⾏事
は、悪病退散の願いを込めた⾏事で約300年前からの
伝承芸能。⾏事の中⼼はお旅所での碁盤振、獅⼦舞、
挾箱、神相撲の奉納芸。

久万川の
あみだまつり ⼟佐⼭東川

⼟佐⼭久万川地区で旧暦３⽉３⽇に五穀豊穣と部落⼀
同の安全を祈願し読経と太⿎にあわせてお堂を⼀巡す
る。旧暦７⽉14⽇の夜には、奉納相撲や踊り等が開
催される。

中切の
お薬師まつり ⼟佐⼭中切

⼟佐⼭中切地区の薬師堂の、應叡18（1411）年の銘
のある銅製鰐⼝にちなんだお祭り。旧暦７⽉７⽇に地
区⺠が⼤きな数珠をお堂の周りで回し五穀豊穣と部落
⺠⼀同の安全を祈願する。

梶⾕の⽂殊様

⼟佐⼭地域の伝統⽂化

TRAD I T I ONA L�CULTURE

⾼川の早飯ぐい 弘瀬のおなばれ
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２⽉
御霊神社 春の⼤祭
梅まつり（２∼３⽉）
菖蒲本物を⾷する会

３⽉ ⼟佐⼭戦没者慰霊祭

４⽉
BAL⼟佐⼭感謝祭
とさやまの⽇

５⽉ ほたる祭り（５∼６⽉）

６⽉
道路愛護作業
菖蒲まつり

７⽉

鮎漁解禁（ダム上流）
神祭
菖蒲せせらぎビアガーデン
⾍送り
⼟佐⼭柚⼦交流会

８⽉
⼟佐⼭夏祭り
菖蒲洞を楽しむ会

９⽉
彼岸花感謝祭
⼟佐⼭学舎⽂化祭
桑尾を偲ぶ会・元作まつり

10⽉

道路愛護作業
御霊神社秋祭り
⼟佐⼭⽂化祭
⼟佐⼭フェスティBAL

11⽉

神祭
⼟佐⼭ゆず祭
菖蒲芋煮会
狩猟解禁

12⽉
棚⽥キャンドル
⾨松づくり

⼟佐⼭地域の⾏事

LOCA L�EVENTS

桑尾神祭

とさやまの⽇（４⽉29⽇）
明治22年４⽉29⽇に第１回村議会が開かれ、⼟佐⼭
村が発⾜しました。毎年この⽇に、地域住⺠の交流
会や特別講演などのイベントが⾏われています。
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⼟佐⼭地域の⾵景

PHOTO�COL L ECT I ON
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⼟佐⼭地域のいろいろ

V AR I OUS�OTHER�TH INGS

⼤滝⼭、ゴトゴト⽯、⼭姥
の滝、弘瀬仁井⽥神社、⾼
川仁井⽥神社など、たくさ
んの「名所」があります

ショウガやゆず、四⽅⽵などが盛
んに栽培されていて、それらを使
った商品も開発されています

嫁⽯の梅は毎年２
∼３⽉にきれいな
花を咲かせます

⻄川

▲⼯⽯⼭

菖蒲洞
古⽣代に⼆畳紀⽩⽊⾕層にできた鍾乳
洞で、本洞・⽀洞・本洞下部の⽔路を
合わせると全⻑約700m。洞⼝付近から
弥⽣式⼟器⽚、35m上⽅の初平ヶ岩洞
⽳遺跡からは多くの⼟器や獣⾻、⾙な
どが出⼟

⼭嶽社
⾃由⺠権運動の影響を受けた和⽥
波冶・千秋⽗⼦が⾃宅を提供し寺
⼦屋を作ったのが始まり。後に⾨
下⽣の⾼橋簡吉が遺志を継ぎ、⺠
権結社「⼭嶽社」を結成。現在の
建物は平成３年に復元したもの

⼭嶽社

菖蒲洞

嫁⽯



美しい⾃然、歴史、⽂化、そして⼈と⼈との温かいつながり
ここで営まれる⼼豊かな暮らしは

⼟佐⼭を愛するすべての⼈々が⼒を合わせ
⼤切に守り、育み、実らせてきた、かけがえのない宝物です

私たちもこの美しい⼟佐⼭をさらに豊かにたくましく育てながら
未来へつないでいきましょう


